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アポリテックＧ－ＣＡＴは、水性で害のある物質を含まず、
塗布面で、セルフクリーニング・抗菌・空気清浄・消臭効果を発揮します
特徴１　セルフクリーニング

特徴２
アポリテックペイントに直接塗布可能

特徴３
無光反応型

よく乾燥した汚れのない素地にＧ－ＣＡＴを光触媒用スプレーで塗布します。希釈剤は不要です。塗りすぎないようにしてください。塗布面に製剤が垂れたり、塗りすぎた場合は
、湿らせた布でふき取ってください。表面に材料が残らないよう十分に気をつけて下さい。塗布量は、40～50ｇ/㎡ですが、塗布する素地の特性によって異なります。1度に厚塗り
せず、2～3回に分けて塗布することで、綺麗に仕上がり、施工不良を抑止することが出来ます。必ず全面に塗布する前に、狭い範囲でテスト塗りを行い、表面の色や質感などに変
化がないことを確認した後、施工を行なってください。濃い色の面に塗布すると、材料の性質上、白っぽく見えることがあります。必ずテストし確認の上、施工してください。

工　程 塗り回数 使用量 乾燥 /養生時間
（23℃・65％） 希釈率 塗装方法材　料

Ｇ－ＣＡＴ

下地調整

コーティング

アポリテックペイント塗布面は、よく乾燥させ、汚れや付着物は、洗浄・エアーブロー等で除去してください。
アポリテックペイント塗装後 24 時以上養生期間を置いてからＧ－ＣＡＴをコーティングしてください。

2回 1回あたり
20 ～ 25ｇ/ ㎡ 30 分 /4Ｈ 無し 光触媒用スプレー

◇施工上の注意事項
液だれしやすいため養生をしっかりと行ってください。
濃彩色の上には、色やつやにむらが生じやすくなります。必ず狭い面でテストし確認の上、施工してください。
Ｇ－ＣＡＴを塗装すると、塗装前と比較して僅かに光沢が低下する傾向にあるので、下地の形状などにより、むらとして目立つ場合があります。
アポリテックペイントを塗装後、必ず24時間以上あけてください。塗り重ね時間が短いと仕上がり不良、性能低下などの原因になります。
塗り忘れ部分には、よごれが発生する可能性があります。塗装は、目地、面、足場板などで区切って行い、休憩などで塗装を中断する場合には、テープなどで目印をつけてく
ださい。
研磨、高圧洗浄など物理的に負担をかけた場合、材料が剥がれ落ち、性能を発揮しなくなるおそれがあります。
Ｇ－ＣＡＴのセルフクリーニング効果は、水の力をかり、汚れを洗い流します。雨がかりや散水のない場所では効果を発揮しにくくなります。
構造上、常時水が流れて新たな汚れ物質が運ばれてくる場所や、シーリング剤からの可塑剤の流出が多い場合など、汚れの負荷が大きい場合には、十分な効果を発揮でき
ない可能性があります。また錆汁汚染、鳥糞などに対しては効果を発揮しません。
被塗物の構造、部位、塗装仕上げ形状、環境条件などの影響で、本来の低汚染機能が発現されない場合があります。
素地の乾燥は十分に行ってください。
塗装場所の気温が5℃未満、湿度85％以上である場合、塗装は避けてください。
屋外の塗装で降雨、降雪のおそれがある場合、および強風時は塗装を避けてください。
塗装時および塗料の取り扱い時は、換気を十分に行い、火気厳禁にしてください。
飛散防止のため必ず養生を行ってください。
シーリング面への塗装は、シーリング材の種類、使用条件などによりはく離、収縮割れが起こることがあります。極力避けてください。
使用後のスプレーガンは、十分に洗浄してください。
塗料漏洩の原因になりますので、保管・運搬時に容器を横倒しにしないでください。
安全衛生上の注意についてＳＤＳを取り寄せ、十分に理解の上お取扱いください。
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◇施工方法

《汚染性暴露試験 -2 年経過後 -》 《親水性試験》 《抗菌試験》

《光の少ないトンネルで 4年経過後の効果》
水をかけ、親水効果によって汚れが落ちていますアポリテックペイント塗布面

特殊ハイブリッド
スペーサー

化学的結合

酸化チタン

G-CAT に含まれる酸化チタンには、素地と酸化チタンとを結ぶスペーサーの役割を持つ成分が
含まれています。この特殊なスペーサーは、アポリテックペイント塗布面と強力に化学結合し、
酸化チタンと塗布面との間を繋ぐ役割を果たします。このスペーサーによって、酸化チタンが
素地の細孔に埋まってしまうことを防ぎ、活性される表面積を最大限生かします。また、生成
されたラジカルが塗布面に影響を及ぼしにくくなり、塗布面の酸化現象も防ぎます。

G-CAT に含まれる特殊なスペーサーは、光の当たらない場所において、熱の力を使いバイブレー
ションを起こします。G-CAT に含まれる酸化チタンは、このエネルギーによって活性化し、触
媒機能を発揮します。この効果によってG-CAT は光の届きづらい北面や室内でも塗布が可能に
なります。
※熱による反応は、光による反応に比べて効果が小さくなります。熱と光の力を合わせることでより効果は大きくなります。

バイブレーション

熱のエネルギーをかりて反応

活性化活性化活性化

G-CAT 皮膜に 4時間大腸菌細胞を放置した様子霧吹きで青い水を吹きかけ親水性の比較様子表面に排気ガスを吹き付け、屋外で 2年放置した様子

G-CAT から生成された活性酸素は、菌・ウイルスなどの有害物
質を分解し、嫌な臭いまでも綺麗にします。また空気清浄効果
も併せ持ちます。

G-CAT から生成されたヒドロキシ基（-OH）が超親水性を作り
出し、雨水が汚れを下に潜り込むようにして洗い流します。

G-CAT コーティング面は、汚れの酸化作用と親水効果によって、
長期間、汚れのつき難い表面を作り出します。
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